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(57)【要約】
【課題】  積み重ねたラックユニットをベルトで保護で 
きるようにする。
【解決手段】  ４本の支柱部材３の上部側を上枠Ｕで連 
結し、４本の支柱部材３の下部側を下枠Ｄで連結してラ 
ックユニットＲを形成し、このラックユニットＲを上下 
に複数段積み重ねて多段ラックユニットＲを構成してお 
り、上段と下段のラックユニットＲの前面側の左右支柱 
部材３に、前面に頭付きピン５を突設したベルト取付金 
具Ｋを固定しており、右上頭付きピン５と左下頭付きピ 
ン５とに第１ベルトＢ１を取り付け、左上頭付きピン５ 
と右下頭付きピン５とに第２ベルトＢ２を取り付けてい 
る。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　10　　ＯＬ　（全15頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ４ 本 の 支 柱 部 材 （ ３ ） の 上 部 側 を 上 枠 （ Ｕ ） で 連 結 し 、 ４ 本 の 支 柱 部 材 （ ３ ） の 下 部 側  
を 下 枠 （ Ｄ ） で 連 結 し て ラ ッ ク ユ ニ ッ ト （ Ｒ ） を 形 成 し 、 こ の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト （ Ｒ ） を 上  
下 に 複 数 段 積 み 重 ね て 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト （ Ｒ ） を 構 成 し て お り 、
　 上 段 と 下 段 の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト （ Ｒ ） の 前 面 側 の 左 右 支 柱 部 材 （ ３ ） に 、 前 面 に 頭 付 き ピ  
ン （ ５ ） を 突 設 し た ベ ル ト 取 付 金 具 （ Ｋ ） を 固 定 し て お り 、
　 右 上 頭 付 き ピ ン （ ５ ） と 左 下 頭 付 き ピ ン （ ５ ） と に 第 １ ベ ル ト （ Ｂ １ ） を 取 り 付 け 、 左  
上 頭 付 き ピ ン （ ５ ） と 右 下 頭 付 き ピ ン （ ５ ） と に 第 ２ ベ ル ト （ Ｂ ２ ） を 取 り 付 け て い る こ  
と を 特 徴 と す る 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 下 段 の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト （ Ｒ ） の 後 側 の 左 右 支 柱 部 材 （ ３ ） の 上 部 と 、 前 記 上 段 の ラ  
ッ ク ユ ニ ッ ト （ Ｒ ） の 後 側 の 左 右 支 柱 部 材 （ ３ ） の 下 部 と の 間 に 両 者 を 連 結 す る 上 下 連 結  
具 （ Ｐ ） が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 下 枠 （ Ｄ ） と そ れ が 連 結 し て い る 支 柱 部 材 （ ３ ） と の 間 に 筋 交 部 材 （ Ｓ ） ） が 設 け  
ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ベ ル ト 取 付 金 具 （ Ｋ ） は 、 支 柱 部 材 （ ３ ） に 嵌 合 す る 嵌 合 部 材 （ ４ ） の 前 面 に 頭 付  
き ピ ン （ ５ ） が 突 設 さ れ 、 嵌 合 部 材 （ ４ ） に 嵌 合 部 材 （ ４ ） を 支 柱 部 材 （ ３ ） に 締 結 す る  
締 結 具 （ ６ ） が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 多  
段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ベ ル ト 取 付 金 具 （ Ｋ ） の 嵌 合 部 材 （ ４ ） は 、 前 面 壁 （ ４ ａ ） の 左 右 両 端 か ら 後 方 へ  
左 右 側 壁 （ ４ ｂ ） が 形 成 さ れ 、 こ の 左 右 側 壁 （ ４ ｂ ） に 貫 通 穴 （ ８ ） が 形 成 さ れ 、 前 記 締  
結 具 （ ６ ） は 左 右 側 壁 （ ４ ｂ ） の 外 方 か ら 貫 通 穴 （ ８ ） に 挿 入 さ れ か つ 互 い に 螺 合 す る 一  
対 の 螺 合 部 材 （ ６ ａ ， ６ ｂ ） で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 多 段 ラ ッ  
ク ユ ニ ッ ト 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 頭 付 き ピ ン （ ５ ） は 嵌 合 部 材 （ ４ ） の 前 面 の 上 下 方 向 及 び 左 右 方 向 の 略 中 央 に 固 着  
さ れ て お り 、 前 記 締 結 具 （ ６ ） は 頭 付 き ピ ン （ ５ ） と 略 同 高 さ で か つ 支 柱 部 材 （ ３ ） の 背  
面 に 当 接 可 能 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 す る 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ  
ト 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト （ Ｒ ） の 各 支 柱 部 材 （ ３ ） は 四 角 パ イ プ で 形 成 さ れ て お り 、 そ の 前  
面 壁 （ ３ ａ ） に 上 下 方 向 多 数 の 係 合 凹 部 （ ２ １ ） が 形 成 さ れ 、 そ の 左 右 側 壁 （ ３ ｂ ） に 貫  
通 穴 （ ２ ２ ） が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 多 段  
ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト （ Ｒ ） の 上 枠 （ Ｕ ） 及 び 下 枠 （ Ｄ ） は 各 支 柱 部 材 （ ３ ） に 対 向 す る  
部 位 に 、 支 柱 部 材 （ ３ ） に 対 し て 前 方 か ら 嵌 合 す る 嵌 合 部 材 （ ２ ４ ） と 、 こ の 嵌 合 部 材 （  
２ ４ ） を 支 柱 部 材 （ ３ ） に 嵌 合 し た 状 態 で 貫 通 す る 締 結 具 （ ６ ） と が 設 け ら れ て お り 、 前  
記 嵌 合 部 材 （ ２ ４ ） の 前 面 壁 （ ２ ４ ａ ） に は 支 柱 部 材 （ ３ ） の 係 合 凹 部 （ ２ １ ） に 挿 入 さ  
れ る 舌 片 （ ２ ６ ） が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト  
装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト （ Ｒ ） の 上 枠 （ Ｕ ） が ４ 本 の 支 柱 部 材 （ ３ ） の 上 部 に 連 結 す る 四 角  
枠 で 形 成 さ れ 、 下 枠 （ Ｄ ） が ４ 本 の 支 柱 部 材 （ ３ ） の 下 端 側 を 左 右 側 桟 杆 （ １ ２ ） 及 び 後  
桟 杆 （ １ ２ ） で 連 結 し て 前 面 開 口 （ Ｑ ） に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６  
の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 。
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【 請 求 項 １ ０ 】
　 下 段 の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト （ Ｒ ） の 上 枠 （ Ｕ ） の 後 部 と 上 段 の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト （ Ｒ ） の 後 桟  
杆 （ １ ２ ） と の 間 に 、 上 枠 （ Ｕ ） の 後 部 と 後 桟 杆 （ １ ２ ） と に 嵌 合 す る 嵌 合 部 材 （ １ ４ ）  
と こ の 嵌 合 部 材 （ １ ４ ） を 締 め 付 け る 締 結 具 （ １ ５ ） と を 有 す る 上 下 連 結 具 （ Ｐ ） が 設 け  
ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト に ベ ル ト を 取 り 付 け た 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 に 関 す る  
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 荷 物 を 収 納 す る 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト と し て は 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 順  
ネ ス テ ナ 又 は 逆 ネ ス テ ナ と 称 さ れ る ラ ッ ク ユ ニ ッ ト は 、 ４ 本 の 支 柱 部 材 の 一 端 側 を 格 子 形  
状 の 四 角 枠 の ４ 隅 と 連 結 し 、 ４ 本 の 支 柱 部 材 の 他 端 側 を 左 右 桟 杆 と 後 桟 杆 と で 連 結 し て 構  
成 さ れ て い る 。
　 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト を 上 下 に 積 み 重 ね る 場 合 は 、 下 段 の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト の ４ 本 の 支 柱 部 材 の  
真 上 に 上 段 の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト の ４ 本 の 支 柱 部 材 が 載 置 さ れ る 。 こ の ２ 段 積 み を 左 右 に 並 置  
し て ４ 台 組 に し て 、 ４ 台 組 の 中 央 を 連 結 金 具 で 連 結 し て 段 組 を 固 定 す る よ う に 構 成 さ れ て  
い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ６ １ ５ ５ ３ ５ ０ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 記 従 来 技 術 は 、 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト が ４ 台 組 の 場 合 は 中 央 を 連 結 金 具 で 連 結 し て 固 定 し て  
お け る が 、 上 下 ２ 段 の み の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト の 場 合 は 、 上 下 関 係 で 前 後 左 右 の 位 置 設 定 が 行  
わ れ 、 地 震 等 に よ る 上 下 振 動 、 水 平 方 向 の 撓 み 等 に 対 し て 防 護 す る 手 段 を 持 た な く 、 ま た  
、 荷 物 の 脱 落 を 防 止 す る 手 段 を 設 け る よ う に は な っ て い な い 。
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 で き る よ う に し た 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装  
置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト を 上 下 に 積 み 重 ね て 、 ２ 本 の ベ ル ト を Ｘ 字 状 に 張 り 渡 す こ と  
に よ り 、 上 下 振 動 、 水 平 方 向 の 撓 み 、 荷 物 の 脱 落 等 に 対 し て 防 護 で き る よ う に し た 多 段 ラ  
ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に お け る 課 題 解 決 の た め の 具 体 的 手 段 は 、 ４ 本 の 支 柱 部 材 ３ の 上 部 側 を 上 枠 Ｕ で  
連 結 し 、 ４ 本 の 支 柱 部 材 ３ の 下 部 側 を 下 枠 Ｄ で 連 結 し て ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ を 形 成 し 、 こ の  
ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ を 上 下 に 複 数 段 積 み 重 ね て 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ を 構 成 し て お り 、
　 上 段 と 下 段 の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 前 面 側 の 左 右 支 柱 部 材 ３ に 、 前 面 に 頭 付 き ピ ン ５ を 突  
設 し た ベ ル ト 取 付 金 具 Ｋ を 固 定 し て お り 、
　 右 上 頭 付 き ピ ン ５ と 左 下 頭 付 き ピ ン ５ と に 第 １ ベ ル ト Ｂ １ を 取 り 付 け 、 左 上 頭 付 き ピ ン  
５ と 右 下 頭 付 き ピ ン ５ と に 第 ２ ベ ル ト Ｂ ２ を 取 り 付 け て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 積 み 重 ね た ラ ッ ク ユ ニ ッ ト を ベ ル ト で 保 護 す る こ と が 可 能 に な る 。
　 即 ち 、 本 発 明 に よ れ ば 、 ２ 本 の ベ ル ト Ｂ を Ｘ 字 状 に 張 り 渡 し て 、 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ  
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の 上 下 振 動 、 水 平 方 向 の 撓 み 、 荷 物 の 脱 落 等 に 対 し て 保 護 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ 実 施 形 態 の ベ ル ト 取 付 金 具 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 断 面 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 分 解 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 同 平 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 同 正 面 分 解 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 ９ の Ｘ － Ｘ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 ９ の Ｘ － Ｘ 線 断 面 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 同 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 同 平 面 分 解 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 第 ２ 実 施 形 態 の ベ ル ト 取 付 金 具 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 ベ ル ト 取 付 金 具 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 上 下 連 結 具 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 上 下 連 結 具 正 面 分 解 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ ～ ８ に お い て 、 ベ ル ト 取 付 金 具 Ｋ を 使 用 し た 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 ２ （ ２ Ａ ） の  
第 １ 実 施 形 態 を 示 し て い る 。
　 図 １ 、 ６ ～ ８ に お い て 、 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 ２ （ ２ Ａ ） は 、 逆 ネ ス テ ナ の ラ ッ ク ユ  
ニ ッ ト Ｒ を 上 下 に ２ 段 積 み 重 ね て 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ を 構 成 し 、 上 段 と 下 段 の ラ ッ ク ユ  
ニ ッ ト Ｒ の 前 面 側 の 左 右 支 柱 部 材 ３ に 、 前 面 に 頭 付 き ピ ン ５ を 突 設 し た ベ ル ト 取 付 金 具 Ｋ  
を 装 着 し 、 右 上 頭 付 き ピ ン ５ と 左 下 頭 付 き ピ ン ５ と を 第 １ ベ ル ト Ｂ １ で 連 結 し 、 左 上 頭 付  
き ピ ン ５ と 右 下 頭 付 き ピ ン ５ と を 第 ２ ベ ル ト Ｂ ２ で 連 結 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ は 、 枠 内 に 格 子 部 材 を 嵌 め て 四 角 枠 形 状 の 上 枠 Ｕ を 形 成 し 、 こ の  
上 枠 Ｕ の ４ 隅 に 四 角 パ イ プ 製 の ４ 本 の 支 柱 部 材 ３ の 一 端 （ 上 端 ） 側 を 連 結 し 、 ４ 本 の 支 柱  
部 材 ３ の 他 端 （ 下 端 ） 側 を 下 枠 Ｄ で 連 結 し て お り 、 下 枠 Ｄ は 左 右 の 前 後 ２ 本 の 支 柱 部 材 ３  
を 連 結 す る 側 桟 杆 １ ２ と 奥 側 の 左 右 ２ 本 の 支 柱 部 材 ３ を 連 結 す る 後 桟 杆 １ ２ と を 有 し 、 前  
側 の 左 右 ２ 本 の 支 柱 部 材 ３ 間 に は 桟 杆 １ ２ は 存 在 し な く 、 前 面 開 口 Ｑ を 形 成 し て い る 。 こ  
の 前 面 開 口 Ｑ は ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 荷 物 搬 入 口 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ６ 、 ７ に お い て 、 荷 物 Ｎ は パ レ ッ ト 上 に 物 品 を 載 置 し た も の を 例 示 し て い る 。
　 奥 側 の 左 右 ２ 本 の 支 柱 部 材 ３ は 上 枠 Ｕ の 隅 の 直 下 に 位 置 す る 。 前 側 の 左 右 ２ 本 の 支 柱 部  
材 ３ は 上 枠 Ｕ の 隅 の 外 側 に 位 置 し 、 か つ 上 端 が 上 枠 Ｕ よ り も 上 方 へ 突 出 し て い て 、 四 角 パ  
イ プ の 中 空 が 開 放 さ れ て お り 、 上 段 の 前 側 支 柱 部 材 ３ の 下 端 が 四 角 パ イ プ 内 に 係 合 す る よ  
う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 枠 Ｕ の 後 部 に は 、 上 段 の 後 側 支 柱 部 材 ３ の 下 端 が 当 接 す る 位 置 決 め 部 材 １ ７ が 設 け ら  
れ て い る 。
　 ま た 、 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ に は 、 左 右 各 側 桟 杆 １ ２ の 上 面 の 前 後 に 受 け 部 材 １ ８ が 設 け ら  
れ 、 不 使 用 重 合 時 の 上 側 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 左 右 側 桟 杆 １ ２ を 受 持 可 能 に な っ て い る 。 不  
使 用 重 合 時 に は 、 下 側 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ に 対 し て 上 側 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 前 側 支 柱 部 材 ３  
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及 び 上 枠 Ｕ を ネ ス テ ィ ン グ 配 置 で き る 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ を 上 下 ２ 段 に 積 み 重 ね る と 、 下 段 の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 上 枠 Ｕ の 後 部  
に 、 上 段 の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 後 桟 杆 １ ２ が 載 置 さ れ 、 こ の 上 枠 Ｕ の 後 部 と 後 桟 杆 １ ２ と  
を 連 結 す る た め に 上 下 連 結 具 Ｐ が 設 け ら れ て い る 。 上 下 連 結 具 Ｐ は 上 枠 Ｕ の 後 部 と 後 桟 杆  
１ ２ に 嵌 合 す る 嵌 合 部 材 １ ４ と 、 こ の 嵌 合 部 材 １ ４ を 締 め 付 け る ボ ル ト 等 の 締 結 具 １ ５ と  
を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ ～ ８ に お い て 、 第 １ ベ ル ト Ｂ １ 及 び 第 ２ ベ ル ト Ｂ ２ を ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ に 連 結 す る  
た め の ベ ル ト 取 付 金 具 Ｋ は 、 支 柱 部 材 ３ に 嵌 合 す る 嵌 合 部 材 ４ と 、 こ の 嵌 合 部 材 ４ の 前 面  
に 突 設 さ れ た 頭 付 き ピ ン ５ と 、 嵌 合 部 材 ４ の 後 部 に 貫 通 さ れ た 締 結 具 ６ と を 有 し て い る 。
　 支 柱 部 材 ３ は 四 角 パ イ プ が 使 用 さ れ て い る の で 、 嵌 合 部 材 ４ は 前 面 壁 ４ ａ の 左 右 両 端 か  
ら 後 方 へ 左 右 側 壁 ４ ｂ が 形 成 さ れ 、 平 面 視 略 コ 字 形 状 の 型 材 に な っ て い る 。 支 柱 部 材 ３ に  
丸 パ イ プ が 使 用 さ れ る 場 合 は 、 嵌 合 部 材 ４ の 前 面 壁 ４ ａ を 半 円 形 又 は 円 弧 形 に 形 成 す る の  
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 嵌 合 部 材 ４ の 左 右 側 壁 ４ ｂ の 後 部 は 支 柱 部 材 ３ よ り 後 方 へ 突 出 し て お り 、 こ の 後 部 に 貫  
通 穴 ８ が 形 成 さ れ 、 こ の 貫 通 穴 ８ に 左 右 外 方 か ら 締 結 具 ６ が 挿 入 さ れ て い る 。
　 締 結 具 ６ は 一 対 の 螺 合 部 材 ６ ａ ， ６ ｂ で 構 成 さ れ 、 雌 雄 ネ ジ 結 合 構 造 に な っ て い る 。 一
方 の 螺 合 部 材 ６ ａ は 外 端 部 に フ ラ ン ジ 部 ａ と 六 角 穴 ｂ と を 有 し 、 内 端 部 に 雄 ネ ジ ｃ を 形 成  
し て お り 、 他 方 の 螺 合 部 材 ６ ｂ は 外 端 部 に フ ラ ン ジ 部 ａ と 六 角 穴 ｂ と を 有 し 、 内 端 部 に 雌  
ネ ジ ｄ を 形 成 し て い て 、 雄 ネ ジ ｃ と 螺 合 結 合 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 一 方 の 螺 合 部 材 ６ ａ を 一 方 の 側 壁 ４ ｂ の 貫 通 穴 ８ に 挿 入 し て フ ラ ン ジ 部 ａ を 側  
壁 ４ ｂ の 外 面 に 当 接 し 、 他 方 の 螺 合 部 材 ６ ｂ を 他 方 の 側 壁 ４ ｂ の 貫 通 穴 ８ に 挿 入 し て 、 フ  
ラ ン ジ 部 ａ を 側 壁 ４ ｂ の 外 面 に 当 接 す る よ う に 、 両 螺 合 部 材 ６ ａ ， ６ ｂ の 六 角 穴 ｂ に 六 角  
レ ン チ を 係 合 し て 、 雌 雄 ネ ジ ｃ 、 ｄ を 螺 合 す る 。
　 両 螺 合 部 材 ６ ａ ， ６ ｂ の 雌 雄 ネ ジ ｃ 、 ｄ を 螺 合 す る と 、 嵌 合 部 材 ４ の 左 右 側 壁 ４ ｂ で 支  
柱 部 材 ３ を 締 め 付 け る よ う に 挟 持 す る こ と に な り 、 ベ ル ト 取 付 金 具 Ｋ を 支 柱 部 材 ３ に 強 固  
に 固 定 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 締 結 具 ６ は 頭 付 き ピ ン ５ と 略 同 高 さ で か つ 支 柱 部 材 ３ の 背 面 に 当 接 可 能 に 配 置 さ れ て い  
る 。
　 頭 付 き ピ ン ５ は 、 嵌 合 部 材 ４ の 前 面 の 上 下 方 向 及 び 左 右 方 向 の 略 中 央 に 固 着 （ 溶 着 ） さ  
れ て お り 、 ベ ル ト Ｂ １ 、 Ｂ ２ の 両 端 に 設 け ら れ て い る 端 末 金 具 Ｆ を 引 っ 掛 け 可 能 で あ り 、  
引 っ 掛 け た 端 末 金 具 Ｆ を そ の 頭 部 ５ ａ で 抜 け 止 め が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ ベ ル ト Ｂ １ 及 び 第 ２ ベ ル ト Ｂ ２ は 、 ２ 本 の ベ ル ト を バ ッ ク ル で 長 さ 調 整 自 在 に 連 結  
し 、 各 ベ ル ト の 端 部 に 端 末 金 具 Ｆ を 備 え た 荷 締 用 の ベ ル ト で あ る 。 両 端 の 端 末 金 具 Ｆ に は  
オ ー プ ン フ ッ ク 型 を 用 い て も よ い が 、 実 施 形 態 で は セ ー フ テ ィ フ ッ ク 型 を 例 示 し て い る 。
　 前 記 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 ２ Ａ の 組 み 立 て は 、 ２ 台 の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ を 地 上 に 置 い  
た 状 態 で 、 前 面 側 の 左 右 支 柱 部 材 ３ に ベ ル ト 取 付 金 具 Ｋ の 嵌 合 部 材 ４ を 嵌 合 し 、 そ の 後 部  
に 締 結 具 ６ を 挿 入 し て 、 支 柱 部 材 ３ の 前 面 側 に 頭 付 き ピ ン ５ が 突 出 す る よ う に 、 支 柱 部 材  
３ に ベ ル ト 取 付 金 具 Ｋ を 固 着 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 段 に な る ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 左 右 ベ ル ト 取 付 金 具 Ｋ に 第 １ ベ ル ト Ｂ １ と 第 ２ ベ ル ト Ｂ  
２ の 上 端 の 端 末 金 具 Ｆ を 連 結 し 、 そ の 状 態 で 下 段 に な る ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 上 に 上 段 ラ ッ  
ク ユ ニ ッ ト Ｒ を 載 置 し 、 上 段 の 後 桟 杆 １ ２ と 下 段 の 上 枠 Ｕ の 後 部 と を 上 下 連 結 具 Ｐ で 連 結  
す る 。
　 そ し て 、 右 上 頭 付 き ピ ン ５ に 連 結 さ れ て い る 第 １ ベ ル ト Ｂ １ の 下 端 の 端 末 金 具 Ｆ を 左 下  
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頭 付 き ピ ン ５ に 連 結 し 、 左 上 頭 付 き ピ ン ５ に 連 結 さ れ て い る 第 ２ ベ ル ト Ｂ ２ の 下 端 の 端 末  
金 具 Ｆ を 右 下 頭 付 き ピ ン ５ に 連 結 し て 、 第 １ ベ ル ト Ｂ １ と 第 ２ ベ ル ト Ｂ ２ と を Ｘ 字 状 に 架  
設 し て 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ２ 本 の ベ ル ト Ｂ １ 、 Ｂ ２ を Ｘ 字 状 に 張 る こ と に よ り 、 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 上 下 振 動  
、 水 平 方 向 の 撓 み 等 を 柔 軟 に 吸 収 し て 、 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ を 破 損 、 脱 落 等 か ら 防 護 す  
る こ と が で き る と と も に 、 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 前 面 の 荷 物 搬 入 口 （ 前 面 開 口 Ｑ ） か ら の 荷  
物 Ｎ の 脱 落 等 も 防 止 で き る 。
　 前 記 ベ ル ト 取 付 金 具 Ｋ 及 び ２ 本 の ベ ル ト Ｂ １ 、 Ｂ ２ は 、 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 背 面 側  
及 び ／ 又 は 左 右 側 面 側 に 配 置 す る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ が ３ 段  
以 上 の 場 合 は 、 ベ ル ト 取 付 金 具 Ｋ 及 び ２ 本 の ベ ル ト Ｂ １ 、 Ｂ ２ は 、 上 段 と 中 段 と の 関 係 と  
中 段 と 下 段 と の 関 係 で 配 置 し た り 、 中 段 を 抜 い て 上 段 と 下 段 と の 関 係 で 配 置 し た り す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ９ ～ １ ８ に お い て 、 ベ ル ト で 保 護 す る 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 ２ （ ２ Ｂ ） の 第 ２ 実 施  
形 態 を 示 し て い る 。
　 図 ９ ～ １ ４ に お い て 、 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 ２ （ ２ Ｂ ） は 、 ４ 本 の 支 柱 部 材 ３ と 、 ４  
本 の 支 柱 部 材 ３ の 上 部 側 を 連 結 す る 上 枠 Ｕ と 、 ４ 本 の 支 柱 部 材 ３ の 下 部 側 を 連 結 す る 下 枠  
Ｄ と で ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ を 構 成 し て お り 、 こ の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ を 上 下 に 複 数 段 積 み 重 ね  
て 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ と し 、 上 段 と 下 段 の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 前 面 側 の 左 右 支 柱 部 材 ３  
に 、 前 面 に 頭 付 き ピ ン ５ を 突 設 し た ベ ル ト 取 付 金 具 Ｋ を 固 定 し て お り 、 右 上 頭 付 き ピ ン ５  
と 左 下 頭 付 き ピ ン ５ と に 第 １ ベ ル ト Ｂ １ を 取 り 付 け 、 左 上 頭 付 き ピ ン ５ と 右 下 頭 付 き ピ ン  
５ と に 第 ２ ベ ル ト Ｂ ２ を 取 り 付 け て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 ２ Ｂ の 支 柱 部 材 ３ は 、 第 １ 実 施 形 態 の 支 柱 部 材 ３ と 同 様 に 四 角  
パ イ プ で 形 成 さ れ て い る が 、 そ の 前 面 壁 ３ ａ に 上 下 方 向 多 数 の 係 合 凹 部 ２ １ が 形 成 さ れ 、
そ の 左 右 側 壁 ３ ｂ に 貫 通 穴 ２ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 前 側 左 右 支 柱 部 材 ３ の 間 隔 は 、 後 側 左  
右 支 柱 部 材 ３ の 間 隔 よ り 広 く 設 定 さ れ て い る 。
　 各 支 柱 部 材 ３ は 下 端 に 谷 形 状 の 接 地 具 ３ １ が 設 け ら れ 、 上 端 に は 接 地 具 ３ １ と 嵌 合 可 能  
な 山 形 状 の 頂 具 ３ ２ が 設 け ら れ て い る 。 前 記 接 地 具 ３ １ 及 び 頂 具 ３ ２ は 合 成 樹 脂 又 は ゴ ム  
等 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 枠 Ｕ 及 び 下 枠 Ｄ は 略 同 一 構 造 で あ り 、 左 右 対 称 形 状 の １ 対 の 前 後 部 材 ３ ５ を 前 部 材 ３  
６ と 後 部 材 ３ ７ と で 連 結 し て 四 角 枠 形 状 に 構 成 し て い る 。
　 前 後 部 材 ３ ５ は 支 柱 部 材 ３ と 同 様 な 四 角 パ イ プ で 形 成 さ れ 、 そ の 前 後 部 の 上 壁 に 複 数 の  
係 合 凹 部 ２ １ が 形 成 さ れ 、 か つ 左 右 側 壁 に 貫 通 穴 ２ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 前 後 部 材 ３ ５ は  
前 端 に ア ー ム 部 ３ ５ ａ を 左 右 外 方 に 突 出 し 、 こ の ア ー ム 部 ３ ５ ａ の 先 端 に 断 面 コ 字 状 の 左  
右 前 側 の 嵌 合 部 材 ２ ４ を 固 着 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 嵌 合 部 材 ２ ４ は 左 右 前 側 の 支 柱 部 材 ３ に 嵌 合 可 能 で あ り 、 前 面 壁 ２ ４ ａ に は 支 柱 部  
材 ３ の 係 合 凹 部 ２ １ に 挿 入 さ れ る 舌 片 ２ ６ が 設 け ら れ 、 左 右 側 壁 に は 支 柱 部 材 ３ の 貫 通 穴  
２ ２ に 対 向 す る 貫 通 穴 が 形 成 さ れ 、 両 者 の 貫 通 穴 ２ ２ に 締 結 具 ６ を 貫 通 し て 締 結 し て い る  
。 締 結 具 ６ は 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 な 雌 雄 ネ ジ 結 合 構 造 の も の が 使 用 さ れ て い る 。
　 嵌 合 部 材 ２ ４ は 舌 片 ２ ６ を 挿 入 す る 支 柱 部 材 ３ の 係 合 凹 部 ２ １ を 選 択 す る こ と が で き 、  
上 枠 Ｕ 及 び 下 枠 Ｄ は 支 柱 部 材 ３ の 係 合 凹 部 ２ １ の 間 隔 で 取 り 付 け 高 さ が 変 更 可 能 に な っ て  
い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 後 部 材 ３ ７ は 左 右 両 端 に 断 面 コ 字 状 の 前 後 方 向 に 長 い 取 付 部 材 ４ １ と 、 こ の 各 取 付  
部 材 ４ １ よ り 内 側 で 断 面 コ 字 状 の 上 下 方 向 に 長 い 左 右 後 側 の 嵌 合 部 材 ２ ４ と が 設 け ら れ て  
い る 。
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　 こ の 左 右 後 側 嵌 合 部 材 ２ ４ は 前 側 の 嵌 合 部 材 ２ ４ と 同 様 に 、 舌 片 ２ ６ 及 び 貫 通 穴 を 有 し  
て い て 、 左 右 後 側 の 支 柱 部 材 ３ に
前 方 か ら 嵌 合 し て 、 そ の 貫 通 穴 及 び 側 壁 ３ ｂ の 貫 通 穴 ２ ２ に 締 結 具 ６ を 貫 通 し て 締 結 し て  
い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 前 後 方 向 に 長 い 取 付 部 材 ４ １ は 、 前 記 各 嵌 合 部 材 ２ ４ と 同 一 の 材 料 が 使 用 さ れ て い  
て 、 そ の コ 字 形 の 開 口 が 下 向 き に な っ て お り 、 前 後 部 材 ３ ５ の 後 部 に 上 側 か ら 嵌 合 し て 、  
取 付 部 材 ４ １ の 舌 片 を 前 後 部 材 ３ ５ の 係 合 凹 部 ２ １ に 挿 入 し 、 前 後 部 材 ３ ５ と 取 付 部 材 ４  
１ と の 貫 通 穴 ２ ２ に 締 結 具 ６ を 貫 通 し て 締 結 し て い る 。
　 第 ２ 実 施 形 態 の 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 ２ Ｂ の 第 １ ベ ル ト Ｂ １ 及 び 第 ２ ベ ル ト Ｂ ２ は 第  
１ 実 施 形 態 の も の と 同 一 で あ る が 、 ベ ル ト 取 付 金 具 Ｋ は 、 図 １ ５ 、 １ ６ に 示 す よ う に 、 前  
面 に 突 設 さ れ た 頭 付 き ピ ン ５ を 固 着 し た 嵌 合 部 材 ４ の 前 後 寸 法 が 短 く な っ て お り 、 締 結 具  
６ は 嵌 合 部 材 ４ の 左 右 側 壁 ４ ｂ の 貫 通 穴 ８ と 支 柱 部 材 ３ の 側 壁 ３ ｂ の 貫 通 穴 ２ ２ と を 同 時  
に 貫 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ を 上 下 ２ 段 に 積 み 重 ね る と 、 下 段 の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 支 柱 部 材 ３ 上  
に 、 上 段 の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 支 柱 部 材 ３ の 下 端 が 載 置 さ れ る 。 左 右 後 側 の 下 段 支 柱 部 材  
３ の 上 部 と 上 段 支 柱 部 材 ３ の 下 部 と の 間 に 両 者 を 連 結 す る た め の 上 下 連 結 具 Ｐ が 設 け ら れ  
て い る 。
　 図 １ １ 、 １ ２ 、 １ ７ 、 １ ８ に お い て 、 前 記 上 下 連 結 具 Ｐ は 、 下 段 支 柱 部 材 ３ の 上 部 に 設  
け ら れ て い て 雌 雄 ネ ジ 結 合 構 造 の 締 結 具 に ス ペ ー サ ４ ４ を 嵌 合 し た 支 軸 ４ ５ と 、 こ の 支 軸  
４ ５ に 基 部 が 枢 支 さ れ た フ ッ ク 部 材 ４ ６ と 、 こ の フ ッ ク 部 材 ４ ６ の 先 端 側 に ピ ン ４ ９ を 介  
し て 枢 支 さ れ た ロ ッ ク 片 ４ ７ と 、 上 段 支 柱 部 材 ３ の 下 部 に 設 け ら れ て い て 雌 雄 ネ ジ 結 合 構  
造 の 締 結 具 に ス ペ ー サ ４ ４ を 嵌 合 し た 係 合 ピ ン ４ ８ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 上 下 連 結 具 Ｐ は 、 フ ッ ク 部 材 ４ ６ を 支 軸 ４ ５ 回 り に 揺 動 す る こ と に よ り 係 合 ピ ン ４  
８ と 係 脱 自 在 で あ り 、 フ ッ ク 部 材 ４ ６ を 係 合 ピ ン ４ ８ に 係 合 し て ロ ッ ク 片 ４ ７ で フ ッ ク 部  
材 ４ ６ の フ ッ ク の 開 口 を 塞 ぐ こ と に よ り 、 フ ッ ク 部 材 ４ ６ の 安 易 な 離 脱 を 防 止 で き る よ う  
に な っ て い る 。
　 図 ９ ～ １ ２ に お い て 、 第 ２ 実 施 形 態 の 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 ２ Ｂ に は 、 下 枠 Ｄ と そ れ  
が 連 結 し て い る 支 柱 部 材 ３ と の 間 に 筋 交 部 材 Ｓ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 筋 交 部 材 Ｓ の 下 端 は 、 下 枠 Ｄ の 前 後 部 材 ３ ５ の 側 面 に 取 付 座 ５ １ を 固 定 し 、 こ の 取 付 座
５ １ に 雌 雄 ネ ジ 結 合 構 造 の 締 結 具 ６ で 連 結 し て お り 、 筋 交 部 材 Ｓ の 上 端 は 、 前 支 柱 部 材 ３  
の 側 面 に 取 付 部 材 ５ ３ を 当 て て 、 側 壁 ３ ｂ の 貫 通 穴 ２ ２ を 貫 通 す る 締 結 具 ６ で 連 結 し て い  
る 。
　 前 述 し た 実 施 形 態 の 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 ２ は 、 ４ 本 の 支 柱 部 材 ３ の 上 部 側 を 上 枠 Ｕ  
で 連 結 し 、 ４ 本 の 支 柱 部 材 ３ の 下 部 側 を 下 枠 Ｄ で 連 結 し て ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ を 形 成 し 、 こ  
の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ を 上 下 に 複 数 段 積 み 重 ね て 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ を 構 成 し て お り 、 上  
段 と 下 段 の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 前 面 側 の 左 右 支 柱 部 材 ３ に 、 前 面 に 頭 付 き ピ ン ５ を 突 設 し  
た ベ ル ト 取 付 金 具 Ｋ を 固 定 し て お り 、 右 上 頭 付 き ピ ン ５ と 左 下 頭 付 き ピ ン ５ と に 第 １ ベ ル  
ト Ｂ １ を 取 り 付 け 、 左 上 頭 付 き ピ ン ５ と 右 下 頭 付 き ピ ン ５ と に 第 ２ ベ ル ト Ｂ ２ を 取 り 付 け  
て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ れ に よ っ て 、 ２ 本 の ベ ル ト Ｂ １ 、 Ｂ ２ を Ｘ 字 状 に 掛 け 渡 し て 、 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ  
の 上 下 振 動 、 水 平 方 向 の 撓 み 、 荷 物 の 脱 落 等 に 対 し て 保 護 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 実 施 形 態 の 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 ２ は 、 前 記 下 段 の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 後 側 の  
左 右 支 柱 部 材 ３ の 上 部 と 、 前 記 上 段 の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 後 側 の 左 右 支 柱 部 材 ３ の 下 部 と  
の 間 に 両 者 を 連 結 す る 上 下 連 結 具 Ｐ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 こ れ に よ っ て 、 積 み 重 ね ら れ た 上 下 段 の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 後 部 を 連 結 し て 、 多 段 ラ ッ  
ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 上 下 振 動 、 水 平 方 向 の 撓 み 等 に 対 し て 強 固 に 防 護 す る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 実 施 形 態 の 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 ２ は 、 前 記 下 枠 Ｄ と そ れ が 連 結 し て い る 支  
柱 部 材 ３ と の 間 に 筋 交 部 材 Ｓ が 設 け ら れ て い る 。
　 こ れ に よ っ て 、 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 下 部 に 対 す る 上 部 の 揺 れ を 防 止 で き 、 ラ ッ ク ユ ニ ッ  
ト Ｒ を 強 固 に 保 形 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 さ ら に ま た 、 実 施 形 態 の 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 ２ は 、 前 記 ベ ル ト 取 付 金 具 Ｋ は 、 支 柱  
部 材 ３ に 嵌 合 す る 嵌 合 部 材 ４ の 前 面 に 頭 付 き ピ ン ５ が 突 設 さ れ 、 嵌 合 部 材 ４ の 後 部 に 嵌 合  
部 材 ４ を 支 柱 部 材 ３ に 締 結 す る 締 結 具 ６ が 設 け ら れ て い る 。
　 こ れ に よ っ て 、 支 柱 部 材 ３ に ベ ル ト Ｂ １ 、 Ｂ ２ を 取 り 付 け る た め の 頭 付 き ピ ン ５ を 突 設  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 実 施 形 態 の 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 ２ は 、 前 記 ベ ル ト 取 付 金 具 Ｋ の 嵌 合 部 材 ４ は  
、 前 面 壁 ４ ａ の 左 右 両 端 か ら 後 方 へ 左 右 側 壁 ４ ｂ が 形 成 さ れ 、 こ の 左 右 側 壁 ４ ｂ に 貫 通 穴  
８ が 形 成 さ れ 、 前 記 締 結 具 ６ は 左 右 側 壁 ４ ｂ の 外 方 か ら 貫 通 穴 ８ に 挿 入 さ れ か つ 互 い に 螺  
合 す る 一 対 の 螺 合 部 材 ６ ａ ， ６ ｂ で 形 成 さ れ て い る 。
　 こ れ に よ っ て 、 ベ ル ト 取 付 金 具 Ｋ を 支 柱 部 材 ３ に 取 り 付 け る た め の 締 結 具 ６ を 簡 単 か つ  
容 易 に 構 成 で き 、 か つ 強 固 に 固 定 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 さ ら に 、 実 施 形 態 の 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 ２ は 、 前 記 頭 付 き ピ ン ５ は 嵌 合 部 材 ４ の 前  
面 の 上 下 方 向 及 び 左 右 方 向 の 略 中 央 に 固 着 さ れ て お り 、 前 記 締 結 具 ６ は 頭 付 き ピ ン ５ と 略  
同 高 さ で か つ 支 柱 部 材 ３ の 背 面 に 当 接 可 能 に 配 置 さ れ て い る 。
　 こ れ に よ っ て 、 締 結 具 ６ は 支 柱 部 材 ３ を 貫 通 し な く と も 、 嵌 合 部 材 ４ を 支 柱 部 材 ３ に 固  
定 す る こ と が で き 、 し か も 頭 付 き ピ ン ５ に か か る 負 荷 を 能 率 良 く 支 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に ま た 、 実 施 形 態 の 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 ２ は 、 前 記 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 各 支 柱  
部 材 ３ は 四 角 パ イ プ で 形 成 さ れ て お り 、 そ の 前 面 壁 ３ ａ に 上 下 方 向 多 数 の 係 合 凹 部 ２ １ が  
形 成 さ れ 、 そ の 左 右 側 壁 ３ ｂ に 貫 通 穴 ２ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
　 こ れ に よ っ て 、 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 支 柱 部 材 ３ に 嵌 合 部 材 を 係 合 し な が ら 装 着 し た り 、  
締 結 具 ６ を 貫 通 し た り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 実 施 形 態 の 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 ２ は 、 前 記 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 上 枠 Ｕ 及 び 下  
枠 Ｄ は 各 支 柱 部 材 ３ に 対 向 す る 部 位 に 、 支 柱 部 材 ３ に 対 し て 前 方 か ら 嵌 合 す る 嵌 合 部 材 ２  
４ と 、 こ の 嵌 合 部 材 ２ ４ を 支 柱 部 材 ３ に 嵌 合 し た 状 態 で 貫 通 す る 締 結 具 ６ と が 設 け ら れ て  
お り 、 前 記 嵌 合 部 材 ２ ４ の 前 面 壁 ２ ４ ａ に は 支 柱 部 材 ３ の 係 合 凹 部 ２ １ に 挿 入 さ れ る 舌 片  
２ ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ れ に よ っ て 、 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ を 簡 単 に 分 解 ・ 組 み 立 て で き る 。
　 さ ら に 、 実 施 形 態 の 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 ２ は 、 前 記 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 上 枠 Ｕ が ４  
本 の 支 柱 部 材 ３ の 上 部 に 連 結 す る 四 角 枠 形 状 に 形 成 さ れ 、 下 枠 Ｄ が ４ 本 の 支 柱 部 材 ３ の 下
端 側 を 左 右 側 桟 杆 １ ２ 及 び 後 桟 杆 １ ２ で 連 結 し て 前 面 開 口 Ｑ に 形 成 さ れ て い る 。
　 こ れ に よ っ て 、 下 部 が 前 面 開 口 Ｑ の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ を 構 成 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 さ ら に ま た 、 実 施 形 態 の 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置 ２ は 、 下 段 の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 上 枠  
Ｕ の 後 部 と 上 段 の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 後 桟 杆 １ ２ と の 間 に 、 上 枠 Ｕ の 後 部 と 後 桟 杆 １ ２ と  
に 嵌 合 す る 嵌 合 部 材 １ ４ と こ の 嵌 合 部 材 １ ４ を 締 め 付 け る 締 結 具 １ ５ と を 有 す る 上 下 連 結  
具 Ｐ が 設 け ら れ て い る 。
　 こ れ に よ っ て 、 下 部 が 前 面 開 口 Ｑ の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ で あ っ て も 、 上 下 の ラ ッ ク ユ ニ ッ  
ト Ｒ の 後 部 を 連 結 し て 、 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 上 下 振 動 、 水 平 方 向 の 撓 み 等 に 対 し て 強  
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固 に 防 護 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 本 発 明 は 前 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 部 材 の 形 状 、 構 成 及 び 組 み 合  
わ せ 等 を 変 更 し た り す る こ と も で き る 。
　 例 え ば 、 ベ ル ト 取 付 金 具 Ｋ と 支 柱 部 材 ３ と の 間 に ゴ ム 等 の 滑 り 止 め 兼 ク ッ シ ョ ン 材 を 介  
在 さ せ て も よ く 、 締 結 具 ６ 、 １ ５ に は ボ ル ト ・ ナ ッ ト を 適 用 し て も よ い 。
　 ま た 、 ベ ル ト 取 付 金 具 Ｋ は ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ の 支 柱 部 材 ３ の 上 下 方 向 中 央 よ り も 上 側 に  
装 着 し て い る が 、 下 段 の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ で は 、 支 柱 部 材 ３ の 中 央 よ り も 下 側 に 装 着 し て  
、 ２ 本 の ベ ル ト で 下 段 の ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ か ら の 荷 物 Ｎ の 突 出 を 防 止 す る よ う に し て も よ  
い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 さ ら に 、 ベ ル ト 取 付 金 具 Ｋ 、 第 １ ベ ル ト Ｂ １ 及 び 第 ２ ベ ル ト Ｂ ２ は 、 逆 ネ ス テ ナ を 段 組  
し た 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ に 適 用 し た が 、 順 ネ ス テ ナ を 段 組 し た 多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト に も  
同 様 に 適 用 し て も よ い 。
　 さ ら に ま た 、 ４ 本 の 支 柱 部 材 ３ の 上 端 側 を 四 角 枠 形 状 の 上 枠 Ｕ の ４ 隅 と 連 結 し 、 ４ 本 の  
支 柱 部 材 ３ の 下 端 側 も 下 枠 Ｄ の ４ 隅 と 連 結 し 、 下 枠 Ｄ の 枠 材 を ４ 本 の 支 柱 部 材 ３ を 相 互 に  
連 結 す る 桟 杆 １ ２ と し て 利 用 す る こ と で ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ を 構 成 し た り 、 前 記 ２ 台 の 四 角  
枠 を 天 井 壁 、 底 壁 と し て 形 成 し て ラ ッ ク ユ ニ ッ ト Ｒ を 構 成 し た り す る こ と が で き 、 こ の よ  
う な ネ ス テ ナ 以 外 の 荷 物 収 納 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト に も 前 記 ベ ル ト 取 付 金 具 Ｋ 、 第 １ ベ ル ト Ｂ １  
及 び 第 ２ ベ ル ト Ｂ ２ を 適 用 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ２ （ ２ Ａ 、 ２ Ｂ ）   多 段 ラ ッ ク ユ ニ ッ ト 装 置
　 ３         支 柱 部 材
　 ３ ａ       前 面 壁
　 ３ ｂ       側 壁
　 ４         嵌 合 部 材
　 ４ ａ       前 面 壁
　 ４ ｂ       左 右 側 壁
　 ５         頭 付 き ピ ン
　 ５ ａ       頭 部
　 ６         締 結 具
　 ６ ａ ， ６ ｂ   螺 合 部 材
　 ８         貫 通 穴
　 １ １       四 角 枠
　 １ ２       桟 杆
　 １ ４       嵌 合 部 材
　 １ ５       締 結 具
　 １ ７       位 置 決 め 部 材
　 １ ８       受 け 部 材
　 ２ １       係 合 凹 部
　 ２ ２       貫 通 穴
　 ２ ４       嵌 合 部 材
　 ２ ４ ａ     前 面 壁
　 ２ ６       舌 片
　 ３ ５       前 後 部 材
　 ３ ５ ａ     ア ー ム 部
　 ３ ６       前 部 材
　 ３ ７       後 部 材
　 ４ １       取 付 部 材
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　 ４ ４       ス ペ ー サ
　 ４ ５       支 軸
　 ４ ６       フ ッ ク 部 材
　 ４ ７       ロ ッ ク 片
　 ４ ８       係 合 ピ ン
　 ４ ９       ピ ン
　 ５ １       取 付 座
　 ５ ３       取 付 部 材
　 Ｂ １       第 １ ベ ル ト
　 Ｂ ２       第 ２ ベ ル ト
　 Ｄ         下 枠
　 Ｆ         端 末 金 具
　 Ｋ         ベ ル ト 取 付 金 具
　 Ｎ         荷 物
　 Ｐ         上 下 連 結 具
　 Ｑ         前 面 開 口
　 Ｒ         ラ ッ ク ユ ニ ッ ト
　 Ｓ         筋 交 部 材
　 Ｕ         上 枠
　 ａ         フ ラ ン ジ 部
　 ｂ         六 角 穴
　 ｃ         雄 ネ ジ
　 ｄ         雌 ネ ジ
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】



10

20

30

40

50

JP 2023-95236 A 2023.7.6(13)

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】



10

JP 2023-95236 A 2023.7.6(15)

フロントページの続き

Ｆターム（参考）　 3B260 BA01 BB03 BD01 BE02 BF02
3F022 EE02 FF02 FF19 MM52


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

